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右の図のように、関数y = -x のグラフ上に、x座標がそれぞれ2

-3と2となる点AとBをとる。A, Bを通る直線とy軸との交点をC

とします。点Pがy = -x のグラフ上の点であるとき、次の問いに2

答えなさい。
 
1   直線ABの式を求めなさい。( )

点Aの座標は -3,  - -3 = -3, -9( )2 ( )

点Bの座標は（2, -2 = 2, -42) ( )

直線の式を y = ax + b とおくと、 - 9 = -3a + b と - 4 = 2a + b の
式ができるのでこれを連立して解くと、a = 1,  b = -6

求める式は y = x - 6
 
2   三角形OABの面積を求めなさい。( )

点Cの座標はy = x - 6 のしきより、 0, -6 であることがわかる。( )

三角形OAB =三角形OAC +三角形OBC

                     = 6 × 3 × + 6 × 2 ×
1

2

1

2
                      = 9 + 6 = 15

 
3   点Pのx座標をtとします。t > 0のとき三角形OCPの面積をtを( )

用いて表しなさい。

三角形OCP = OCの長さ× Pのx座標× = 6 × t × = 3t
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4   三角形OCPの面積が三角形OABの面積の になるときのtの値( )
1

2
を求め、対応する点Pの座標の全てを求めなさい。

三角形OABの面積は15なので、その は7.5となる。tはy = - x
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上を動くので 3 × |t| = 7.5  となり、t = 2.5 または t = -2.5 。

 
 

  1( ) y = x - 6   2( ) 15

  3( ) 3t   4( ) t = 2.5 ,  -2.5


